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図面番号
工事名

三 重 大 学
縮尺図面名称

表紙・図面リスト ―
平野　信義

１級建築士　第－277306－号

図面リスト

図面番号

表紙・図面リスト

特-01

縮尺（A3）図　面　名　称

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

電気設備特記仕様書

E-01

動力設備　改修後平面図

盤結線図

コンセント設備　改修後 2階平面図

空調・換気電源設備　改修後2階平面図

電灯設備　改修後　2階平面図

弱電設備　改修後　2階平面図

自動火災報知設備　改修後　2階平面図

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

E-11

E-12

－

1/4000

1/100

1/100

1/100

1/100

－

1/200

1/100

1/100

1/100

1/100

E-01

案内図・配置図

－

1/100

E-13

電灯設備　既設　2階平面図

コンセント設備　既設 2階平面図

弱電設備　既設　2階平面図

自動火災報知設備　既設　2階平面図

令和8年5月

hospkeiei813
ネーム印

hospkeiei813
ネーム印

hospkeiei811
ネーム印

hospkeiei811
ネーム印

hospkeiei811
ネーム印



○

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　　　目

電灯設備

構内通信線路

構内配電線路

中央監視制御設備

火災報知設備

防犯・入退室管理設備

駐車場管制設備○

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

拡声設備

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備○

電力貯蔵設備○

受変電設備

雷保護設備○

電熱設備○

電気自動車用充電設備

動力設備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

建物名称

階数

構造

工種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改修面積（㎡）

備考

Ⅰ 工 事 概 要

１．

完成期限２．

３．建物概要

４．工事種目（ ●印の付いたものが対象工事種目）

令和　　年　　月　　日（　　曜日）概成工期 無

５． 有無指定部分

有６．

Ⅱ 工 事 仕 様

ものを適用する。

（１）

１．共通仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図によ
る。

工事場所

（１）本特記仕様書の表記

)

発生材の

処理等

(1)　引渡しを要するもの

1）品　　名

2）引渡し先

3）集積場所

4）集積方法

(2)　特別管理産業廃棄物

1）品　　名

2）処理方法

(3)　現場において再利用するもの

1）品　　名

2）使用場所

(4)　再生資源化するもの

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

2）処理方法

機材名

発生材の処理は、下記による。

第139号）に基づく有資格者により施工を行う。

（無停電回路含む）

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧

高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の接地

左右・上下及び遠近の別は、

正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式
は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流
２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

○

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

協議し、一般接地線と色別を区別する。

図面に特記なき場合は、工事区分表による。

特殊場所は下記による。

○

○

○

○

○

塩害を受けるおそれのある場所

蟻害を受けるおそれのある場所

腐食性ガスのある場所

危険物等貯蔵場所

粉じん危険場所

ガス蒸気危険場所

気密性を要する場所

湿気の多い場所

適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類

走査式埋設物調査 放射線透過検査

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（ 樹脂製 ）とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

設計用標準水平震度

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階･１階

特定の施設 一般の施設○

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

機 器 種 別
重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 ○発電装置（防災用） ○直流電源装置

○交流無停電電源装置 ○交換機 自動火災報知受信機

○中央監視装置 ○ ○

・水槽類には燃料小出タンクを含む。

②設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震指示は、施設の分類に応じたものとする。

2.0 1.5 1.5 1.0
2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

（１)設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別､重要度及び設置階に応じて、

次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し､移動､転倒､破損などが

生じないようにする。

①設計用水平地震力

なお、特記なき場合は、設計用水平震度は、次による。

（独立行政法人建築研究所監修）による。

項　　　　　目

○適用区分

○

○積雪荷重

風圧力

地表面粗度区分（ ○ Ⅰ ○ Ⅱ Ⅲ ○ Ⅳ）

項　　　　　目　　　　　名 電気保安技術者

4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、

7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

験に合格した者

6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試

の検定に合格した者

5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

3.　第１種電気工事士の資格を有する者

2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

8.　第２種電気工事士の資格を有する者

○

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

9. 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

電源周波数

〇

〇

〇

〇

〇金属製（ステンレス、新金属を含む）

〇

〇

〇

三重県津市江戸橋 2-174（三重大学上浜団地構内）

(６)イ

一式

一式

●

●

●

●

●

●

●

休日に工事を行う場合は、事前に監督職員に連絡の上、下記時間帯に施工する。

●

●

●

●

地下ピット内

屋外・屋上

国立大学法人三重大学契約事務取扱細則及び、国立大学法人三重大学工事請負契約基準

工事着手に先立ち､あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有材料の事前調査を行う。

○発生残土の ○ 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

処理 ○

次の露出配管は、塗装を行う。金属管の塗装

及び仕上げ

●

●

● 〇　　５０Ｈｚ　　　
　

●　６０Ｈｚ

●

●

○

○

○

○

○

模様替

９階

○

○

○

●

●

○

●

指定部分工期　　　　令和　年　　月　　日（　）完成

〇

〇

○

○

○●

〇

○

○●

●

●

●

●

●

●

病態医科学研究棟

誘導支援設備〇

○●

発生材処理〇

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

●

●

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(令和4年版)(以下「文科標準図」という。)

工事写真撮影要領(令和5年9月)

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれ
　　　の特記仕様書を適用する。                                                       
                        

２．特記仕様 
   

１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。 
                                 
２）項目に記載の（第 編 ． ． ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該
　　表を示す。                                                                  

３）項目に記載の［第 編 ． ． ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は
　　当該表を示す。                                                                  
４）項目に記載の <第  編 ． ．  > 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該
　　表を示す。
                                                                    
                                                                           
                                                                           
                                                                           
                                                                           

特　　記　　事　　項

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo=             34m/s）

建設省告示第1455号における区域 別表（  32  ）

（第1編 1.3.2）
            ［第1編 1.3.2］
            

［第1編 1.3.3］
            

（第1編 1.3.3）
            

（第1編1.3.9）

［第1編1.9.1］

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

  成12年法律第 100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針 

（令和4年2月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達 

 する場合は、判断の基準等を満たすものとする。                             

                                                                     

（２）建築物内部に使用する材料等は,設計図書に規定する所要の品質及び性能を  

　　有すると共に、次の①から④を満たすものとする。           

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ  

　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

    保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する 

    「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。 

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

     い材料を使用する。   

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

   ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

   使用する。                                                                                       

                                        

●環境への配慮

（第1編 1.4.1）
            ［第1編 1.4.1］
            

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル   

    ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

    少ない材料を使用したものとする。                                      

○機材の品質等

（第1編 1.4.2）
           ［第1編1.4.2］

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

 き品質及び性能を有するものとする。                                         

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の事項を満たす証明となる資料  

 を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の事項を評価された事を示す     

 外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる     

 資料等の提出を省略することができる。                                       

      〇 品質及び性能に関する試験データを整備していること。                 

      〇 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。                     

      〇 安定的な供給が可能であること。                                     

      〇 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。         

      〇 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。                   

      〇 販売、保守等の営業体制を整えていること。                           

〇石綿含有材料

  の事前調査  

［第1編1.8.2～3］
               ●足場その他

（第1編 2.1.1）
            ［第1編 2.2.2］
            

●別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2 手すり据置き方式又は  (3 手すり先行専用足場方式により行う。 

○内部足場（  ○   種 )  ○   種  )○外部足場（ ○   種   ○  ） 種       

                                                                   

（第1編 2.2.1

［第1編 2.3.1］

            

●屋内（  EPS,機械室，電気室を除く全ての箇所        ）

●屋外（  全ての箇所）

屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡

以上とする。                                                                      

［第1編 2.8.1］
            

（第1編 2.7.1）
           

●耐震措置

［第1編2.11.1～5］           

○既存躯体への

  穿孔        

●電気工事士

●フラッシュ  

  プレート

●電線の色別

（第2編2.1.3）
            （第3編1.1.4）
            ［第2編2.1.4］
            

<第2編2.1.1～9>

●特殊場所

○他工事又は
  他工種との
  取り合い  

一式

一式

一式

病態医科学研究棟

対象部分           （                   部分）

（第1編1.1.2）、［第1編1.1.2］

●電気保安

  技術者  

●施工条件

設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

機器の重量[ｋＮ]に設計用水平震度を乗じたものとする。

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律

特 殊 場 所 の 内 容

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号

特-01
電気設備 特記仕様書

〇●

現場説明書、図面１３枚及び本特記仕様書１枚によるほか、 印の付いた●

9:00 までとし、これにより難しい場18:00～停電作業は、休日（土、日、祝日）の

合は監督職員と協議すること。　学校行事による作業規制に協力すること。

　まで18:00～休日の施工可能時間　9:00

●

照明器具、コンセント等

関係法令に基づき処分する

令和８年５月

ＮＴＳ

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。
検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名

〇機材の検査等

  機材の検査  

  に伴う試験  

(第1編1.4.4～5)
               [第1編 1.4.5～6]
              

○施工調査

［第1編 1.5.1～3］
               

事前調査   （○本工事            ○ 別途                ）

調査項目  （○既存資料調査       ○                     ）

調査範囲  （○ 図示              ○                     ）

調査方法  （○図示               ○                     ）

工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名　　　　称 体　裁　等

CAD データ（電子納品）及び電子データ●

●

○

●紙媒体（１部）  ●電子データ

［
第

1編1.6.4～6］

施　工　部　分 検　査 立　会 試　験 摘　　要

(第1編1.5.3～5)

停電を伴う工事 ●

下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける

ものとする。                                                                  

（第1編1.7.1～3）
               ［第1編1.11.1～3］
               

●完成時の

  提出図書

●施工の検査等

  施工の検査に

  伴う試験施工

  の立会い等  

●

●

●

●

○

複写図 2つ折り仮製本〇A1版（＿＿部）●A3版（＿＿部）

複写図 2つ折り製本(A4版黒厚紙表紙金文字入り)(＿部)

1 2

原図　〇A1版（＿＿部）　〇A3版（＿＿部）

機器完成図、説明書、計算書

完　成　図

〃

〃

〃

保全に関する資料

機器性能試験成績書

●紙媒体（１部）  ●電子データ

●紙媒体（１部）  ●電子データ

●紙媒体（１部）  ●電子データ

●紙媒体（１部）  ●電子データ

負荷設備台帳

工 事 写 真

●

●

●

●紙媒体（１部）  ●電子データ

●紙媒体（１部）  ●電子データ

官公署届出書類（写）

工事に関する書類

※ 紙媒体はA4版ファイル綴じ、電子データはPDF形式とする。

※ 工事に関する書類とは、施工計画書、施工要領書、納入仕様書、工事連絡書、

　 打合せ議事録、週間及び月間工程表、進捗状況報告書、安全に関する書類、

　 廃棄物管理票の写し、契約に関する書類、その他監督職員が指示する書類を示す。

電子納品は次による。

（１）貸与する設計図CADデータの著作者名：＿＿＿＿＿　　ファイル形式：＿＿三重大学 JWW

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

以外に使用しないこと。

（２）電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

（３）電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

（４）提出方法及びファイル形式は以下による。

CADデータ：JWW、DXF及びPDF　 提出方法：CD又はDVDに保存し、＿部提出する。1

● 一式

(1,282)

(9,804)

151

㎡

㎡

㎡

ＳＲ

令和　８年　１２月　２５日（金）



三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号

1/4000（A3）案内図・配置図

至伊 勢 市
至    名 古 屋 

国  道  ２  ３  号  線

立体駐車場 本部管理棟 

三翠会館
駐 車 場Ｃ棟

Ｂ棟
水理(実) 総合研究棟ⅡＤ棟材料(実)

Ａ棟
生理生態(実)水       

 田

外国人教師等宿泊施設

生 物 資 源 学 部 校 舎

技術棟機械(実)
教育学部校舎一号館

駐輪場外来・診療棟
総合医学 音楽棟
教育棟

女子学生寄宿舎
教育学部校舎

臨 床 A棟実  験  圃  場
二号館講義室 翠陵会館

共同(実)

附属病院多用途型
クラブ

トリアージスペース

教職支援センターハウスB棟 美 術 棟
病態医科学 C棟

共同(実) D棟研究棟 地域共創 留 学 生 会 館 

プラザ病棟・診療棟
共通教育校舎1号館

地域ｲﾉﾍﾞ
ｰｼｮﾝ

研究

開発拠点Ｃ棟・Ｄ棟

探索医学 立体駐車場
研究棟 環境・情報科学館附属図書館 共通教動物実験施設

地域ｲﾉﾍﾞ
ｰｼｮﾝ

研究

育校舎開発拠点Ａ棟・Ｂ棟

共通教育校舎2号館
4号館共通教育校舎3号館

ＲＩ（医）実験施設
先端医科学教育研究棟 屋 内

第一体育館
エネルギーセンター

人文学部校舎
運動場

共用施設課外活動
看護学科棟

講堂
第二食堂駐車場 コンビニ 50Mエンス

プールストア
駐車場

陸上競技場

８号館
１号館７号館 管理棟

２号館第二体育館
５号館

野 球 場

３号館６号館
総合研究棟Ⅰ テニスコート

サッカー・ラグビー場

４号館製造実験工場
卓越型研究施設

テニスコート

馬    場

ハ ン
 ド

 ボ
 ー

 ル
 場

外国人留学生寄宿舎

ア ー
 チ

 ェ
 リ

 ー
 場

みらい棟

本工事建物　医学部病態医科学研究棟

本工事建物

案内図

江戸橋

ＪＲ

志
登

国
道
23
号
線

茂 伊
勢
湾

川

至四日市

津駅

至松阪

近鉄

本工事場所

E-02

本工事場所

津市栗真町屋町1577
(三重大学上浜団地構内)

令和８年５月
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　既設　電灯設備配線図 　S=1/100(A3)　

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF1.6-3C(1C=E)

：EM-EEF1.6-3C

　凡例　

記　号 名　　称 備　考

更新

機械設備工事空調換気扇

埋込型照明器具　FHF32Wｘ2

撤去

　器具リスト　

室名 型式

総務課事務室2 埋込灯

ﾗﾝﾌﾟ 台数 備　　考

15 撤去FHF32Wx2

撤去12総務課事務室1 埋込灯 FHF32Wx2

電灯分電盤 既設

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15Axn

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15A,L付

：EM-EEF1.6-3C+2C

回路番号 = =

既設のまま

既設のまま

　KEY PLAN　

破線　　　　既設を示す。

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号令和８年５月

1/100（A3）
E-03

既設　電灯設備配線図
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　改修後　電灯設備配線図 　S=1/100(A3)　

　KEY PLAN　

ｲ

ﾛ

201

2LZ-3 2LZ-4

201
(3)

(ｲ)(ｲ) (ｲ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)(ﾛ)

(ﾊ)(ﾊ)

(ﾆ)

(T22)x28

(T23)

(T23)x4

(O43)x11

(O43)

(4)

no (3) 2LZ-3 no (4) 2LZ-4

L:1200 L:900

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF1.6-3C(1C=E)

：EM-EEF1.6-2C

天井内ころがし配線とする。但し壁内配管保護のこと。

　凡例　

記　号 名　　称 備　考

埋込型

(PF16)

LED照明器具：EM-EEF1.6-3C (PF16)

電灯分電盤 既設

空調換気扇 機械設備工事

回路番号 = =

品  　番

LED 直付灯

(参考型番)NNFL41200LR9

T22 LED 21.7W  3300lm

照 明 器 具 姿 図

品  　番

T23 LED 23W  3350lm

LED 直付灯

(参考型番)NNFL50900LR9 品  　番

O43 LED 46W以下  65000lm以上7200lm以下

LRS3-4-65 (ﾘﾆｭｰｱﾙﾀｲﾌﾟ)

LED 埋込灯

～ ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15Axn

LED照明器具

LED照明器具

露出型

露出型破線　　　　既設を示す。

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号令和８年５月

改修後　電灯設備配線図 1/100（A3）
E-04
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2E
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(3)
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～

(3)

(3)

■MM

(3) 2LZ-3 (4) 2LZ-4

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

記　号 名　　称 備　考

壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2,接地極付

電灯分電盤 既設

回路番号 = =

2E

2ET
壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2,接地極,接地端子付

天井付ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax2 抜け止め

4E OA用ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax4,接地極付

ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ 2分岐

OAフロア内

破線　　　　　　　既設を示す。

撤去

撤去

MM ：EM-EEF2.0-3C(1C=E) 1種金属線ぴ（A型)

：立下げ1種金属線ぴ（A型)■MM

実線表記=撤去を示す。　破線表記=既設のままを示す。

301 307

301

303

305

304

302
303

301

301 306

H H

HH

306

305

H

306

307

H

H H

303 305

302

no no

　凡例　

H

2LZ-42LZ-3 2MZ-3 2MZ-4

　KEY PLAN　

　既設　ｺﾝｾﾝﾄ設備配線図 　S=1/100(A3)　
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三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号

1/4000（A3）

令和８年５月

E-05
既設　コンセント設備配線図
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　KEY PLAN　

MM

三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

縮尺
三 重 大 学

図面名称

工事名

平野　信義

１級建築士　第－277306－号
図面番号

1/4000（A3）

令和８年５月

E-06
改修後　ｺﾝｾﾝﾄ設備配線図
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　改修後　ｺﾝｾﾝﾄ設備配線図 　S=1/100(A3)　

(3) 2LZ-3 (4) 2LZ-4

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

記　号 名　　称 備　考

壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2,接地極付

電灯分電盤 既設

回路番号 = =

2E

OAフロア内

破線　　　　　　　既設を示す。

MM ：EM-EEF2.0-3C(1C=E) 1種金属線ぴ（A型)

：立下げ1種金属線ぴ（A型)■MM

：配線ﾀﾞｸﾄ　2P20A・E付

no no

　凡例　

OA用ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax4,接地極付

ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ 2分岐

RC ﾘｰﾗｰｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ　2PE15Ax2

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

■MM
ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

抜け止め

ｺｰﾄﾞ3M付

H

壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2,接地極,接地端子付

ET
壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1,接地端子付

壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax4,接地極付

2ET

4E

2EET

壁付ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2,設置端子付

実線表記=新設を示す。　破線表記=既設のままを示す。



201 202

203 204

101 102

301 302

303 304

305 306
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309 310

311 312
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201 202

203 204

101 102

301 302

303 304

305 306

307 308

309 310

311 312

313 314

315 316

317 318

401 402

403 404

405 406

2LZ-3
2LZ-4

空調機(既設)

ELCB
3P50/40

2MZ-4

MCCB
3P30/15

増設

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ
排風機0.75kW

1

番号
MCCB
AF/AT

MCCB3P
250/125 番号 負荷名称MCCB

AF/AT

1P
50/20

1φ3W
210/105V

負荷名称

ｺﾝｾﾝﾄ⇒

予備

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20
1P

50/20
1P

50/20

電灯

1P
50/20
1P

50/20

換気扇

1P
50/20

予備

1P
50/20
1P

50/20
1P

50/20
1P

50/20

予備

予備

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

予備⇒

予備

予備

予備

予備

予備

予備

予備

予備

番号
MCCB
AF/AT

MCCB3P
50/30 番号 負荷名称MCCB

AF/AT

1P
50/20

1P
50/20

負荷名称

予備

1P
50/20

1P
50/20

3P
50/50

予備

予備

予備

予備

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

1φ3W
210/105V

番号
MCCB
AF/AT

MCCB3P
250/125

空調機

番号 負荷名称MCCB
AF/AT

1P
50/20

1φ3W
210/105V

負荷名称

ｺﾝｾﾝﾄ

予備

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20
1P

50/20
1P

50/20

電灯 予備

1P
50/20
1P

50/20

換気扇

1P
50/20

予備

1P
50/20
1P

50/20
1P

50/20
1P

50/20

予備

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ

予備

予備⇒ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞｰ

予備

予備

予備

予備

予備

番号
MCCB
AF/AT

MCCB3P
50/30 番号 負荷名称MCCB

AF/AT

1P
50/20

1P
50/20

負荷名称

予備

1P
50/20

1P
50/20

3P
50/50

形成外科研究室
ｺﾝｾﾝﾄ

予備

予備

予備

予備

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽｽﾍﾟｰｽ

EPS内ｻｰﾊﾞｰ用

1φ3W
210/105V

形成外科研究室
ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

予備

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

予備

2P
50/20

空調機

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

温水器

予備 ｺﾝｾﾝﾄ⇒予備

ｺﾝｾﾝﾄ⇒予備

予備⇒温水器

予備⇒温水器

予備⇒配線ﾀﾞｸﾄ 予備⇒配線ﾀﾞｸﾄ

MCCB3P
100/75

3φ3W
210V

2P
50/20

2P
50/20

2P
50/20

2P
50/20
2P

50/20

2P
50/20
2P

50/20

120A

１ｋＷｈ／パルス

1CA
1CB検付Ｋ３２ Wh

1CA
1CBWh

1CA
1CBWh

1CA
1CBWh

Wh
120A

１ｋＷｈ／パルス
検付Ｋ３２

１級建築士　第－277306－号

平野　信義

工事名
図面番号三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事 令和８年５月

三 重 大 学
縮尺図面名称

1/4000（A3）盤結線図
E-07



(3)

(4)

7,800 7,800 7,800 7,800

1,275 31,200

325

5,300 2,500

廊下

ＰＳ

廊下

教授室

渡り廊下

X1 X2 X3 X5

1
,
1
2
5

5
,
2
0
0

Y1

1
,
1
2
5

5
,
2
0
0

形成外科医局

形成外科ラボ室

廊下2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

Y2

(3)

(4)

L

L

：立下げ1種金属線ぴ（A型)■MM

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF1.6-3C(1C=E)

：EM-EEF1.6-2C

空調・換気機器更新に伴い既設機器への離線・再接続を行う。

記　号 名　　称 備　考

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

電灯分電盤 既設

空調換気扇 機械設備工事

既設配線

既設配線

既設配線

機器更新に伴い各機器接続用EEF1.6-3C　1.0M程度見込むこと。

空調機 機械設備工事

有圧換気扇 機械設備工事

：EM-EEF1.6-3C(1C=E)

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　1P15A,L付

天井付ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A,接地極付

：EM-EEF1.6-2C

天井内ころがし配線とする。但し壁内配管保護のこと。

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ
ヤマト科学
ﾏｲﾌｰﾄﾞMS-90
接続は本工事

2LZ-3 2LZ-4

101
202

203

　改修後　空調・換気電源配線図 　S=1/100(A3)　

　凡例　

　KEY PLAN　

101

L

■MM

VF

12-2
1φ100V

64W

122-1

ACP

1φ200V
52W

F

16

1φ100V
61W

1φ200V
72W

ACP

121-1

HEA

12-3
1φ100V
110W

1φ200V
72W

ACP

121-1

HEA

12-6
1φ100V
156W

122-1

ACP

1φ200V
52W

ACP

122-1
1φ200V
52W

121-1
1φ200V
72W

ACP HEA

12-3
1φ100V
110W

１級建築士　第－277306－号

平野　信義

工事名
図面番号三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事 令和８年５月

三 重 大 学
縮尺図面名称

空調・換気電源設備　改修後 2階平面図 1/100（A3）
E-08



部長 課長 副課長(施設担当) 担当者工事名

三 重 大 学
図面名称平野　信義

１級建築士　第－277306－号
令和8年3月三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事

1/200（A3）

図面番号

E-09縮尺

　KEY PLAN　

ＲＦＬ

９ＦＬ

８ＦＬ

７ＦＬ

６ＦＬ

５ＦＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

シロッコファン
基礎は既設利用

200φ
(屋外露出)

ドラフトチャンバー(別途工事)

Y1

30
0

4,
20

0
3,

60
0

3,
60

0
3,

60
0

3,
50

0
3,

50
0

3,
50

0
3,

50
0

3,
47

0

36
,0

00

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

■貫

記　号 名　　称 備　考

電灯分電盤 既設

手元開閉器

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

3P30A(ｹｰｽﾌﾞﾚｰｶｰ)

WP＝SUS・防水

動力盤

機械設備工事ﾄﾞﾗﾌﾄ用排気ﾌｧﾝ

Ｓ

　凡例　

PB2=200x200x200PB2

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF2.0-3C(1C=E)

：EM-CE3.5°-4C

=露出配管

■MM

=二種金属製可とう電線管使用箇所　(ﾋﾞﾆﾙ被覆・WP）

=立下げ部1種金属線ぴ（B型)

=二種金属製可とう電線管使用箇所　(ﾋﾞﾆﾙ被覆・WP）

■F30WP

F24WP■

付属品

形　　式

Pam3/h風　　量

1F-15 ﾄﾞﾗﾌﾄ用排気ﾌｧﾝ

CES-101V 900 550

3-200 0.75kW

防振架台、ベンチレーター、他一式共

直動式FRPP製シロッコファン　インバーター搭載モーター RF屋上

※基礎は既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎を利用機械設備工事

Y1

Y2

1
,
1
2
5

DN

ＥＶ

ＥＶ

階段C

Ｆ

Ｆ

１１

(7F)

7,8007,8007,8007,800

7
,
90
0 空調機械室

PS

ＥＶホール
機械室

F

15

PB2WP

0.75kW

3φ200V
EM-CE3.5°-4C(G22)

PB2WP

7,800 7,800 7,800 7,800

1,275 31,200

325

ＰＳ

廊下

X1 X2 X3 X5

1
,
1
2
5

5
,
2
0
0

Y1

廊下

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

Y2

7
,
9
0
0

ＰＳ

DN UP

廊下

212

教官室Ａ

213

教官室Ｂ

Y3

(4)

■MM

EM-CE3.5°-4C(E31)

ＰＳ

2LZ-42LZ-3

2MZ-3

313

1

Ｓ

2MZ-4

PS

倉庫

階段A

形成外科医局 形成外科ラボ室

教授室

渡り廊下

 改修後R階　動力設備配線図　1/200 

7,800

ドラフトチャンバー
(別途工事)

PB2

改修後2階 動力設備配線図　1/200

X1 X2 X3 X4 X5

女子便所

男子便所
215
給湯室

ＥＶホール
EV

EV

改修後動力設備配線図

断面図

タイガーベース施工

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ動力送り

MCCB3P30/15AT増設

(E-07図参照)■貫

PB2

7
,
5
0
0

EM-CE3.5°-4C(E25)

■F24WP

立下げ1種金属線ぴ　
(ｹｰﾌﾞﾙ2M見込む。)

■貫 φ50コア抜き（防火区画貫通処理）



廊下

ＰＳ

廊下

渡り廊下

2
,
3
0
0

5
,
2
0
0

7
,
5
00

1
,
1
2
5

Y1

Y2

ｲﾓﾘ

HUB

MM

ＰＳ

P05
19ｲﾝﾁﾗｯｸ

U

T

EM-BTIEE0.4-2P ｘ6

T

EM-BTIEE0.4-2P ｘ4

U

5C

U

5C

破線　　　　　　　既設を示す。

破線　　　　　既設のままを示す。 実線　今回工事を示す。

T

U

(OAﾌﾛｱ)内

(OAﾌﾛｱ)内

OAﾌﾛｱ内既設配線は改修後ﾚｲｱｳﾄにより配線替えとする。

■MM ■MM

■MM

■MM

【移設】

U

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-BTIEE0.4-2P

：EM-UTP0.5-4P Cat5e

：EM-S-5C-FB 既設のまま

記　号 名　　称 備　考

端子盤 既設

既設

ﾃﾚﾋﾞｺﾝｾﾝﾄ

壁付電話ｺﾝｾﾝﾄ

壁付情報ｺﾝｾﾝﾄ

既設

撤去

撤去

立下げ部1種金属線ぴ（A型)

OAﾌﾛｱ内　既設配線

電話用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ 既設移設

階段A

ＰＳ

EV

教官室Ｂ

教官室Ａ

女子便所

ＥＶホール

Ｌ

 2T-1 

Ｌ

　凡例　

　KEY PLAN　

Ｌ

Ｌ

既設　 弱電設備配線図　1/100(A3)

１級建築士　第－277306－号

平野　信義

工事名
図面番号三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事 令和８年５月

三 重 大 学
縮尺図面名称 E-10

1/100（A3）既設　弱電設備配線図



OAﾌﾛｱ内情報・電話ｱｳﾄﾚｯﾄ位置は打合せの上指定の場所まで配線とする。

7,800 7,800 7,800 7,800

1,275 31,200

325

FL=±0

廊下

教授室

渡り廊下
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,
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5
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,
2
0
0

Y1

2
,
3
0
0

7
,
5
0
0

Y2

破線　　　　　既設のままを示す。

廊下

実線　今回工事を示す。

ＰＳ

P05
19ｲﾝﾁﾗｯｸ

U

T

EM-BTIEE0.4-2P ｘ6

EM-BTIEE0.4-2Pｘ3
5C

U

(PF22)ｘ2(PF22)ｘ3

EM-BTIEE0.4-2Pｘ5

T

U

5C

U

T

T

U

T

U

■MM

T

U

移設

T

T

T
T

T
TTT

T T

T

T

U
U

U

U

記　号 名　　称 備　考

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-BTIEE0.4-2P

：EM-UTP0.5-4P Cat6

：EM-S-5C-FB 既設のまま

：EM-UTP0.5-4P Cat5e

：EM-BTIEE0.4-2P

：EM-BTIEE0.4-2P OAフロア内

既設配線OAフロア内

既設配線OAフロア内

端子盤 既設

既設

ﾃﾚﾋﾞｺﾝｾﾝﾄ

壁付電話ｺﾝｾﾝﾄ

壁付情報ｺﾝｾﾝﾄ

既設

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

：EM-BTIEE0.4-2P OAフロア内

：EM-UTP0.5-4P Cat6 OAフロア内

電話用ｺﾝｾﾝﾄ ﾓｼﾞｭﾗ-ｼﾞｬｯｸﾌﾟﾗｸﾞ止め

HUB 既設

情報用ｺﾝｾﾝﾄ ﾓｼﾞｭﾗ-ｼﾞｬｯｸﾌﾟﾗｸﾞ止め

階段A

ＰＳ

教官室Ｂ

教官室Ａ

女子便所

ＥＶホール

 2T-1 

Ｌ

HUB

Ｌ

HUB

HUB

Ｌ

　凡例　

　KEY PLAN　

HUB

Ｌ
Ｌ

U

Ｌ2・内線6019を移設する事。

MM

MM

形成外科ラボ室

純水器形成外科医局

MM

ＰＳ

１級建築士　第－277306－号

平野　信義

工事名
図面番号三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事 令和８年５月

三 重 大 学
縮尺図面名称 E-11

1/100（A3）

　改修後　弱電設備配線図 　S=1/100(A3)　

改修後　弱電設備配線図



廊下

ＰＳ

廊下

渡り廊下

2
,
3
0
0
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,
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0

7
,
5
0
0

1
,
1
2
5

Y1

Y2

▼

H

H5P

H

H5P

【撤】 【撤】

破線　　　　　　　既設のままを示す。

破線　　　　　　　既設のままを示す。

【撤】

記　号 名　　称 備　考

総合盤　

中継盤 既設

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　2種

1・特記なき配管配線は下記による。

既設内臓

1種防水

：EM-AE1.2-4C

：EM-HP1.2-2C

：EM-HP1.2-5P

一時撤去

中継器　 感知器取付 既設

既設

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　2種 破線=既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

階段A

ＰＳ

EV

教官室Ｂ

教官室Ａ

女子便所

ＥＶホール

中継端子盤

R-2

Ｐ

Ｂ

Ｐ Ｂ ＢＰ

　凡例　

　KEY PLAN　

　既設　自動火災報知設備配線図 　S=1/100(A3)　

１級建築士　第－277306－号

平野　信義

工事名
図面番号三重大学（上浜）病態医科学研究棟２階形成外科学改修電気設備工事 令和８年５月

三 重 大 学
縮尺図面名称

既設　自動火災報知設備配線図
1/100（A3）

E-12
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形成外科医局
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▼

【再】

【再】

H

H5P

破線　　　　　　　既設のままを示す。

破線　　　　　既設のままを示す。

H5P

廊下

実線　今回工事を示す。

【再】

感知器1個にEM-AEｹｰﾌﾞﾙ0.9mm-4C　2m程度見込むこと。

記　号 名　　称 備　考

総合盤　

中継盤 既設

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　2種

1・特記なき配管配線は下記による。

既設内臓

1種防水

：EM-AE1.2-4C

：EM-HP1.2-2C

：EM-HP1.2-5P

既設品　再取付

中継器　 感知器取付 既設

既設

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　2種 破線=既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

天井内ころがし　既設のまま

階段A

ＰＳ

教官室Ｂ

教官室Ａ

女子便所

ＥＶホール

感知器再取付に伴い照明器具ﾚｲｱｳﾄの伴い取付位置の調整を行う。

１級建築士　第－277306－号
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　凡例　

　KEY PLAN　

　改修後　自動火災報知設備配線図 　S=1/100(A3)　

改修後　自動火災報知設備配線図
E-13
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